
○ 聞きたいあなただけのストーリー　　ぶんこ食堂

○ センターピックアップ　　女性を応援するSHINE

○ 頼って！おいでよ！子育ておまかせ処
　　  たんぽぽ会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    アフォール

○ コラム　　スタッフのつぶやき
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若い力が街を変える 学生が活躍する地域活動
中学生が防災学習会を実施

LILA 子どもの学びを支援する会　リエゾン・アダチ
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　 ２０１６年９月に高齢者や子どもたちが

地域でその人らしく住み続けられる街づ

くりを目的に発足。 足立区を中心に子ど

も食堂たんぽぽ、 無料学習塾たんぽぽ、

高齢者を対象にした食事会やフレール予

防の健康体操などを行なっています。

　 「にしいこう子どもひろば」 を開催して

います。 子どもの体験遊びとして、 染め

物やダンボール遊び、 味噌づくりなどを

通じて、 スタッフや友だちとのナナメの関

係づくりを目指しています。 食材配布の

フードパントリーも同時に開催しています。

たんぽぽ会
高齢者支援や子育て支援でつながる

子育てを楽しもう

アフォール
主な活動場所：足立区伊興２丁目
お問い合わせ：https://www.afolweb.org

主な活動場所：足立区千住大川地域
お問い合わせ：kazushi-nakamura@totokyogikai.jp

　　　　　　メッセージ

　 地域で高齢者と子どもたちとの

交流により、 活気のある街づくりに

少しでもお役にたてればと考えてい

ます。 そのために地域の皆様のご

協力をお願いします。

　　　　　　メッセージ

　 ボランティア募集中！子どもと遊

んだり、 食材運搬配布を通じて、

子育てを見守りましょう。 伊興セン

ターにて第三木曜日に開催してい

ます。

子どもの居場所 安心して暮らせる環境や仕組みづくり子育て支援

活　動　内　容

活　動　内　容

特定非営利活動法人

NPO 法人

地域にどんな活動があるのかな？

私にも何かできるかな？

もっといろいろ知りたい !!

と思った方は、

足立区NPO活動支援センターに

アクセスしましょう。

　　〒123-0851
　　東京都足立区梅田七丁目１３番1号
　　TEL：03-3840-2331

adachi-npo-center@machikatsu.co.jp

Twitter Facebook

あだち
協働

パートナー
サイト

【制作協力】 イラスト ： やわらかアートアカデミー  スズキミ／表紙撮影 ： 鈴氣　瞳／記事制作 ： N活区民ライター ワタナべ サヤカ ・ ウエダ タカシ／ディレクション ： N-style 野際里枝

*** 足立区 NPO 活動支援センター開館日 ・ 開館時間 ***

開 館 日 ： （火）〜（日）

開館時間 ： 午前９時〜午後９時３０分 （月末の平日は午後５時まで）

休 館 日 ： （月）、 （祝）、 年末年始

　 相談員をしているとさまざまな個人の 「想い」 に触れます。

　 NPO に大切なのは 「想い」 です。 「地域でもっと多世代で遊べれ

ばいいのに」 「昔は綺麗だったあの川を取り戻したい」 「もっと街のお

年寄りを笑顔に」 などなど。

　 私たちの仕事は 「想い」 を 「形」 にするお手伝いです。 「やりたい

ことはあるが、 やり方が分からない」 「活動を始めたが行き詰まって

しまった」 など、 具体的ではなくてもいいので、 悩みが出てきたら

いつでも相談に来ていただけたら嬉しいです。

　 「想い」 はひとつでも 「やり方」 はたくさん。 それを一緒に考えて

いける、 足立区 NPO 活動支援センターはそういう場所です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（相談員 ： 秋本）
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︒
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︑
台
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取
材
に
同
席
し
た
リ
エ
ゾ
ン
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ア
ダ
チ
代
表
の
鈴
木
雅
代

さ
ん
に
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と
︑
当
企
画
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﹁
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ゾ
ン
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キ
ッ
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プ
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ェ
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発
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形
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あ
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︒
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ク
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︒
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︑
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︒
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６
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３
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︒
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︑
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︑
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催
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コロナ禍でも、 オンラインで
活発な意見が交わされました。
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当
事
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に
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し
て
い
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だ
け

れ
ば
と
思
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ま
す
︒

過去の事業の様子。 「SDGs」 の基礎を講師から学びました。

中学生が防災学習会を実施
足立区を災害から守る「知恵」を伝えたい

LILA 子どもの学びを支援する会　リエゾン・アダチ

　自分の頭で考えて、 行動する。 そんな子どもたち、 若者たちが、 足立区
で大活躍。 今回、 特にホットな活動を展開する中学生の 「災害学習会」、
大学生の 「子ども食堂」、 小学生の 「キッズボランティア」 を取り上げます。
どんな内容、 課題、 思いを抱いているのかを聞いてみました。

特集 若い力が街を変える 学生が活躍する地域活動
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︶﹂
は
︑
子
ど
も
の
見
守
り
を
目
的
に
２
０
１
３
年
に

設
立
さ
れ
︑
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
食
支
援
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
︒
そ
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
夏
休
み
に

行
わ
れ
た
の
が
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
キ
ッ
ズ
﹂
で
す
︒

　

竹
ノ
塚
屋
台
村
協
力
の
も
と
︑
小
学
1
年
生
か
ら
6
年
生

ま
で
の
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
キ
ッ
ズ
﹂
が
駄
菓
子
の
値
札
付
け
︑

陳
列
︑
接
客
な
ど
の
﹁
店
員
﹂
を
体
験
︒
子
ど
も
が
仕
事
を

通
じ
て
お
金
を
得
る
仕
組
み
を
経

験
し
︑
働
く
楽
し
さ
を
知
る
こ
と

が
目
的
で
す
︒
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毎
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２
日
曜
日
︑
文
教
大
学
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だ
ち
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ン
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ス
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催
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れ
て
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る
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﹁
ぶ
ん
こ
食

堂
﹂
で
す
︒
今
年
の
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月
か
ら
は
同
大
学
内
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
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ａ
ｒ
ｏ
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︵
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ン
︶
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力
し
︑
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た
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の
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ポ
ー

ト
を
し
な
が
ら
︑
大
学
生
と
親
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と
が
交
流
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き
る
場
を
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供
し
て
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す
︒
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起
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代
表
の
内
田
イ
オ
ナ
さ
ん
が
大
学
２
年
生
の

頃
︑
コ
ロ
ナ
禍
で
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
り

ま
し
た
︒
そ
の
中
︑
所
属
す
る
ゼ
ミ
内
で
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
模
索
し
た
と

こ
ろ
︑
足
立
区
内
に
お
け
る
高
齢
化
︑
外
国
籍

の
子
ど
も
の
増
加
︑
貧
困
家
庭
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現
状
を
知
り

ま
す
︒
そ
の
こ
と
が
﹁
ぶ
ん
こ
食
堂
﹂
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始
め

る
き
っ
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に
な
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ま
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た
︒

　

文
教
大
学
周
辺
に
子
ど
も
食
堂
が
な
い
こ
と

か
ら
︑
先
述
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
場

と
し
て
活
動
を
開
始
︒
区
内
外
の
子
ど
も
食
堂

な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
し
て
学
ぶ
う
ち

に
︑
大
学
内
の
サ
ー
ク
ル
で
は
活
動
が
限
ら
れ

る
た
め
︑Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
設
立
を
決
意
︒
そ
し
て

２
０
２
１
年
１２
月
︑
第
１
回
目
の
ぶ
ん
こ
食
堂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒﹁
実
際
に
運
営
し
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
つ
つ
︑
当
事
者
に

近
い
存
在
に
な
れ
た
こ
と
の
や
り
甲
斐
や
責
任

を
感
じ
て
い
ま
す
﹂︵
内
田
さ
ん
︶︒

発
足
メ
ン
バ
ー
の
卒
業
︑
そ
の
後
の
運
営

　

十
数
名
と
い
う
限
ら
れ
た
人
数
で
献
立
作
り

か
ら
宣
伝
︑
調
理
︑
配
布
を
行
う
ぶ
ん
こ
食
堂

の
皆
さ
ん
︒
取
材
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ハ
ヤ
シ
ラ

イ
ス
で
︑
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
色
と

り
ど
り
の
カ
ボ
チ
ャ
の
折
り
紙
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
︒﹁
か
わ
い
い
！
﹂
と
い
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
声
か
ら
︑
新
た
な
会
話
が
生
ま
れ
て

い
く
の
も
印
象
的
で
し
た
︒
ま
た
﹁
散
歩
が
て

ら
に
寄
っ
て
交
流
を
楽
し
ん
で
い
る
﹂
と
話
し

て
く
れ
た
年
配
の
ご
夫
婦
も
︒﹁
多
世
代
・
多

文
化
交
流
が
で
き
る
場
を
提
供
す
る
熱
意
を
後

輩
た
ち
に
引
き
継
ぎ
︑
卒
業
後
も
ぶ
ん
こ
食
堂

の
活
動
に
は
関
わ
っ
て
い
き
た
い
﹂
と
話
し
て

く
れ
た
内
田

さ
ん
と
副
代

表
の
二
宮
敏

枝
さ
ん
︒
大

学
生
の
想
い

か
ら
生
ま
れ

た
ぶ
ん
こ
食

堂
に
期
待
が

膨
ら
み
ま
す
︒

前列左から二宮さん、 内田さん、 樋山さん　
後列左から玉城さん、 阿部さん

新
規
登
録
団
体
紹
介


